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利
他
愛
が
な
い

３
月
５
日
（
日
本
時

間
）
今
回
の
米
国
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
施
政
方

針
演
説
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ

問
題
だ
け
で
も
昨
年
１

年
間
分
以
上
の
ネ
ッ
ト

へ
の
書
き
込
み
と
フ
ェ

イ
ク
が
急
増
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
米
国
発
メ
デ
ィ

ア
の
ニ
ュ
ー
ス
報
道
の

コ
メ
ン
ト
は
バ
イ
ア
ス

（B
i
a
s

）
が
か
か
り
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
（P

r
o
p
a
g
a

n
d
a

）
の
何
者
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
筆
者
は
中
国

に
至
っ
て
は
信
じ
ず
、

デ
ー
タ
も
疑
い
対
応
し

て
い
ま
す
。

証
券
現
役
時
代
は
、

投
融
資
審
査
に
当
た
っ

て
は
世
界
各
地
の
拠
点

駐
在
員
に
情
報
、
真
意
、

当
該
国
出
身
者
に
情
報

の
精
度
を
確
認
の
上
で

慎
重
に
対
応
し
て
い
ま

し
た
。
ネ
ッ
ト
の
社
会

と
な
っ
て
投
融
資
の
世

界
は
、
「
三
現
主
義
」

（
現
実
・
現
物
・
現
場
）

で
の
確
認
は
原
点
で
あ

り
鉄
則
で
す
。

例
え
ば
、
米
国
の
Ａ

Ｂ
Ｃ
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
、
Ｆ
Ｏ

Ｘ
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ
な
ど
主
要

な
メ
デ
ィ
ア
の
株
主
は

全
て
Ｗ
Ｄ
ウ
ォ
ル
ト
デ
ィ

ズ
ニ
ー
を
介
し
て
、
投

資
会
社
ブ
ラ
ッ
ク
ロ
ッ

ク
バ
ン
ガ
ー
ド
社
や
ス

タ
ー
ト
ス
ト
リ
ー
ト
社

な
ど
Ｎ
Ｙ
の
ウ
ォ
ー
ル

街
に
影
響
力
を
有
す
る

フ
ァ
ン
ド
な
の
で
す
。

自
分
た
ち
の
都
合
の

良
い
よ
う
に
市
場
を
誘

引
、
操
っ
て
い
る
「
懲

り
な
い
面
々
た
ち
」
が

主
役
で
す
。

米
国
黄
金
時
代
の

幕
開
け
を
宣
言

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が

施
政
方
針
演
説
で
「T

h
e

A
m
e
r
i
c
a
n

d
r
e
a
m

i
s

s
u
r
g
i
n
g

b
i
g
g
e
r

a
n
d

b
e
t
t
e
r

t
h
a
n

e
v
e
r

b
e
f
o
r
e

」

（
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー

ム
は
か
つ
て
な
く
大
き

く
、
よ
り
素
晴
ら
し
い

も
の
へ
と
高
ま
っ
て
い

る
）
と
「
米
国
の
黄
金

時
代
の
幕
開
け
宣
言
」
、

１
０
０
年
前
、
英
国
か

ら
米
国
へ
覇
権
が
移
り

米
国
の
黄
金
時
代
を
築

い
た
１
９
２
０
年
代
と

余
り
に
も
酷
似
し
て
い

ま
す
。
（
本
紙
令
和
６

年
11
月
号
「
恐
慌
待
つ

干
支
ジ
ン
ク
ス
１
９
２

９
年
に
酷
似
・
危
う
い

米
国
」
に
お
い
て
も
掲

載
・
警
鐘
）

秩
序
を
力
で
の
現

状
変
更
と
法
治

逸
脱
の
国
益
優
先
・

株
主
重
視

時
代
背
景
と
Ｎ
Ｙ
市

場
の
活
況
は
、
２
０
０

０
年
代
の
中
国
の
独
り

勝
ち
か
ら
２
０
２
０
年

代
は
、
米
国
の
独
り
勝

ち
が
鮮
明
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

こ
れ
で
世
界
の
秩
序

が
保
た
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
疑
問
で
す
。

岸
根
卓
郎
（
１
９
９

０
）
「
一
方
に
片
寄
る

と
自
然
の
摂
理
が
働
き

修
正
・
バ
ラ
ン
ス
感
覚

が

働

く

の

で

す

」

（
『
文
明
論

文
明
興

亡
の
法
則
』p

p
1
4
4

～1
4

7

）
。
待
っ
て
い
る
の
は

「
奈
落
の
底
」
。
１
９

２
９
年
、
米
国
発
、
世

界
恐
慌
と
な
っ
た
歴
史

的
事
実
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
（
「
１
９
２
１

年
８
月
24
日
、
20
年
代

の
米
国
黄
金
時
代
入
り

で
強
気
相
場
始
ま
る
、

１
９
２
３
年
、
ウ
ォ
ル

ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
創
業
、

１
９
２
９
年
10
月
24
日
、

暗
黒
の
木
曜
日
」
イ
メ

―

ジ
・
左
図
）
。
世
界

恐
慌
の
経
験
か
ら
、
１

９
３
３
年
、
銀
行
の
健

全
化
と
預
金
者
保
護
を

目
的
と
し
て
「
銀
行
と

証
券
の
分
離
」
グ
ラ
ス
・

ス
テ
ィ
ー
ガ
ル
法
が
制

定
施
行
さ
れ
、
他
人
の

ふ
ん
ど
し
で
相
撲
ダ
メ

よ
と
な
り
ま
し
た
。

投
資
会
社
が
世
界

を
動
か
す

米
国
投
資
会
社
の
主

要
３
社
は
ボ
ー
イ
ン
グ

社
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
マ
ー

テ
ィ
ン
社
な
ど
世
界
の

軍
需
最
大
手
企
業
の
大

株
主
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
反
政
府
デ
モ

を
画
策
し
、
資
金
提
供

し
て
い
る
投
資
家
が
自

ら
が
報
道
し
て
い
る
も

同
然
で
す
。
２
０
２
０

年
、
発
出
の
コ
ロ
ナ
禍

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
特
需

の
フ
ァ
イ
ザ
ー
、
モ
デ

ル
ナ
も
ま
た
大
株
主
な

の
で
す
。

日
々
、
業
務
と
し
て

い
た
投
資
会
社
で
の
投

融
資
現
場
は
、
鉄
火
場

そ
の
も
の
で
し
た
。
リ

ス
ク
を
よ
り
少
な
く
生

き
抜
く
か
、
い
か
に
早

く
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
す
る
か
出

口
戦
略
の
着
地
が
最
も

重
要
な
課
題
で
売
り
方

の
論
理
と
買
い
方
の
論

理
が
衝
突
、
不
適
切
な

表
現
で
す
が
「
騙
し
合

い
」
の
世
界
な
の
で
す
。

世
界
恐
慌
へ
と
広

が
っ
た
環
境
と
現

在
は
、
な
ぜ
、
酷

似
し
て
い
る
と
言

え
る
の
か
、

１
９
２
０
年
代
の
米

国
の
経
済
の
特
質
は
、

①
所
得
の
不
平
等
化
に

よ
る
格
差
の
急
激
な
拡

大
と
②
巨
大
企
業
の
寡

占
状
態
体
制
に
あ
り
、

そ
の
進
展
は
利
潤
の
拡

大
と
賃
金
の
停
滞
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
１
９

２
３
年
～
２
９
年
の
製

造
業
労
働
者
一
人
当
た

り
実
質
賃
金
の
上
昇
は
、

４
．
５
％
に
留
ま
り
、

逆
に
巨
大
企
業
の
利
潤

急
増
に
よ
る
株
主
の
配

当
金
、
株
価
上
昇
で
キ
ャ

ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
の
増
加

に
繋
が
り
高
額
所
得
者

層
へ
の
集
中
率
が
極
め

て
高
か
っ
た
の
で
す
。

巨
大
企
業
に
よ
る
市

場
の
寡
占
の
高
ま
り
は

基
幹
産
業
部
門
の
全
て

の
領
域
に
及
び
ま
し
た
。

例
え
ば
、
自
動
車
産
業

で
は
、
Ｇ
Ｍ
・
フ
ォ―

ド
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の

ビ
ッ
グ
３
の
シ
ェ
ア
は

（
４
面
に
続
く
）
）

第104号（通算421号） 神楽坂だより おいない通信 News Letter 令和7年3月8日(土) （1）

時
世
雑
感

前
段

誰
の
た
め
の
世
界
な
の
か
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お
伊
勢
さ
ん
の
歳
時
記

令
和
７
年
・
紀
元

２
６
８
５
年
乙
巳
（
き
の
と
み
）

３
月

弥
生

５
日
（
水
）

大
麻
暦
頒
布
終
了
祭

午
前
10
時

全
国
崇
敬
者
に
お
頒
け
す
る
大
麻
と
暦
の
頒
布
終
了
を
奉
告

す
る
お
祭
り
で
す
。

御
塩
焼
固

～
９
日
（
日
）
御
塩
殿

伊
勢
二
見
浦
の
御
塩
殿
神
社
に
隣
接
す
る
御
塩
殿
に
お
い
て
、

荒
塩
を
三
角
錐
形
の
土
器
に
つ
め
て
堅
塩
に
焼
固
め
ま
す
。

１
日
で
20
個
、
５
日
間
で
１
０
０
個
の
御
塩
を
焼
固
め
ま
す
。

９
日
（
日
）
華
道
二
葉
流
献
華
式

午
後
１
時

奉
納
者

華
道
二
葉
流

代
表
者

堀
口

桂
邦

始
１
０
０
名

場

所

内
宮
神
楽
殿

８
日
（
土
）
～
９
日
（
日
）
に
内
宮
饗
膳
所
で
生
花
を
展
示

し
ま
す
。

20
日（
木
・
祝
）御
園
祭

午
前
10
時

神
宮
の
お
祭
り
に
お
供
え
す
る
御
料
の
野
菜
・
果
物
の
豊
か

な
稔
り
と
農
作
業
に
携
わ
る
人
々
の
安
全
を
祈
念
し
、
併
せ
て

全
国
の
農
作
物
の
成
育
と
農
業
の
発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。

春
季
皇
霊
祭
遙
拝

午
前
８
時

皇
居
内
の
皇
霊
殿
に
お
い
て
天
皇
陛
下
御
親
ら
歴
代
天
皇
・

皇
后
・
皇
親
等
の
神
霊
の
お
祭
り
を
執
り
行
わ
せ
ら
れ
る
に
つ

き
、
神
宮
で
は
大
宮
司
以
下
の
神
職
が
遙
拝
式
を
行
い
ま
す
。

囃
子
方
大
倉
流
大
鼓

奉
納

午
前
11
時
30
分

・
奉
納
者

囃
子
方
大
倉
流
大
鼓

代
表

大
倉

正
之
助

始
50
名

・

場

所

参
集
殿
奉
納
舞
台

30
日
（
日
）

神
宮
奉
納
大
相
撲

７
時
～

伊
勢
神
宮
崇
敬
会
主
催
の
神
宮
奉
納
大
相
撲
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
先
だ
ち
内
宮
神
苑
で
は
午
前
11
時
よ
り
横
綱
の
土

俵
入
り
が
古
式
ゆ
か
し
く
奉
納
さ
れ
ま
す
。

４
月３

日
（
木
）
神
武
天
皇
祭
遙
拝

午
前
８
時

宮
中
の
皇
霊
殿
に
お
い
て
、
神
武
天
皇
祭
が
執
り
行
わ
れ
る

に
つ
き
、
神
宮
に
お
い
て
も
遙
拝
式
を
行
い
ま
す
。

４
日
（
金
）
神
田
下
種
祭

午
前
９
時

神
嘗
祭
を
は
じ
め
、
諸
祭
典
に
お
供
え
す
る
御
料
米
の
忌
種

を
神
田
に
蒔
く
お
祭
り
で
す
。

一
般
参
拝

午
前
５
時
～
午
後
６
時

御
祈
祷

両
宮
と
も
午
前
８
時
～
午
後
４
時

（
ご
奉
仕
８
時
30
分
～
）

祭
典
は
、
参
拝
時
間
内
で
は
奉
拝
で
き
ま
す
。

日
別
朝
夕
大
御
饌
祭

外
宮
御
饌
殿
毎
朝
夕

神
馬
牽
参

１
日
、
11
日
、
21
日

両
宮
ご
正
宮

午
前
８
時
10
分
頃

※
空
気
が
乾
燥
し
て
お
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
「
３
密
」

回
避
に
は
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
参
拝
に
あ
た
っ
て
は
神

宮
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

旅
の
エ
ッ
セ
イ

人
々
は
な
ぜ
、

伊
勢
を
め
ざ
す
の
か

皇
學
館
大
学
名
誉
教
授

岡
田

登

本
来
、
伊
勢
の
大
神
宮

は
、
天
皇
が
国
民
を
代
表

し
、
神
へ
の
幣
物
を
捧
げ

て
、
天
下
泰
平
五
穀
豊
穣
・

子
孫
繁
栄
を
祈
る
私
幣
禁

断
（
私
事
の
祈
り
を
禁
ず
）

の
場
で
し
た
が
、
平
安
時

代
末
以
降
、
神
宮
の
中
級

神
職
（
権
禰
宜
）
に
始
ま

る
御
師
（
お
ん
し
）
に
よ

り
、
北
海
道
南
端
の
松
前

か
ら
九
州
の
鹿
児
島
ま
で
、

多
く
の
人
々
に
伊
勢
信
仰

が
広
が
り
ま
し
た
。

天
正
13
（
１
５
８
５
）

年
、
イ
エ
ス
ズ
会
の
ル
イ

ス＝

フ
ロ
イ
ス
が
日
本
の

宗
教
事
情
を
記
し
た
『
日

本
年
報
』
に
「
天
照
大
神

は
太
陽
に
化
し
た
も
の

（
中
略
）
、
賤
し
い
平
民

だ
け
で
な
く
、
高
貴
な
男

女
も
競
っ
て
巡
礼
す
る
風

が
あ
り
、
伊
勢
に
行
か
な

い
者
は
人
間
の
数
に
加
え

ら
れ
ぬ
と
思
っ
て
い
る
か

の
よ
う
で
あ
る
」
と
あ
り

ま
す
。

今
日
も
な
お
多
く
の
人
々

が
伊
勢
を
め
ざ
す
の
は
、

天
照
大
神
（
太
陽＝

光
と

熱
）
と
豊
受
大
神
（
食
）

に
、
日
々
の
感
謝
を
捧
げ

る
た
め
、
街
道
を
歩
き
、

心
身
の
癒
し
と
再
生
を
求

め
て
い
た
も
の
と
思
い
ま

す
。伊

勢
へ
の
参
宮
街
道
は
、

人
間
の
体
に
例
え
る
と
、

伊
勢
は
心
臓
と
肺
臓
で
、

参
宮
客
（
道
者
）
は
血
液

で
、
街
道
は
血
管
、
参
宮

時
は
静
脈
、
帰
郷
時
は
動

脈
を
通
っ
て
、
心
身
と
も

に
癒
さ
れ
、
再
生
・
復
活

し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

一
生
に
一
度
、
伊
勢
ま
で

の
道
の
り
で
、
多
く
の
人

の
助
け
（
施
行
）
を
受
け

て
、
伊
勢
路
（
街
道
）
を

参
宮
で
き
る
こ
と
が
憧
れ

で
し
た
。
安
全
に
歩
け
る

街
道
に
復
活
再
生
す
べ
き

で
す
。
（
放
送
大
学
学
習

Ｃ
１
１
２
号
掲
載
一
部
転

載
）平

成
25
年
の
遷
宮
を
前
に
伊

勢
路
（
桑
名
か
ら
内
宮
ま
で
）

を
何
度
か
に
分
け
て
完
歩
し
ま

し
た
が
往
時
の
参
宮
客
の
健
脚

さ
を
体
感
で
し
た
。
（
東
村
）



第104号（通算421号） 神楽坂だより おいない通信 News Letter 令和7年3月8日(土) （3）

日
本
銀
行
植
田
総
裁
は
、

昨
年
７
月
、
超
低
金
利
の

金
融
緩
和
政
策
い
わ
ゆ
る

イ
ー
ジ
ー
マ
ネ
ー
時
代
の

終
焉
を
宣
言
、
２
％
の
イ

ン
フ
レ
目
標
を
掲
げ
ま
し

た
。
消
費
者
物
価
指
数

（
生
鮮
食
料
品
除
く
）
が

上
昇
率
３
％
以
上
と
な
れ

ば
悪
い
イ
ン
フ
レ
、
同
１

％
以
内
と
な
れ
ば
、
再
び

デ
フ
レ
に
逆
戻
り
の
難
し

い
か
じ
取
り
下
に
あ
り
ま

す
。
物
価
以
上
に
賃
金
や

年
金
な
ど
の
上
昇
が
相
応

し
な
い
か
ら
で
す
。

一
方
で
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
の
進
展
が
我
が

国
の
成
長
力
の
維
持
に
重

く
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
「
若
者
を
取

り
巻
く
社
会
経
済
状
況
の

変
化
」
で
戦
後
１
９
６
７

年
１
億
人
、
２
０
０
８
年

の
１
億
２
、
８
０
８
万
人

を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ

ま
し
た
。
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

世
代
が
就
職
氷
河
期
（
１

９
９
３
年
～
２
０
０
４
年
）

に
直
面
、
働
き
方
改
革
で

非
正
規
で
の
雇
用
形
態
が

主
と
な
り
年
収
２
０
０
万

円
未
満
の
就
業
者
割
合
が

全
体
の
２
８
．
３
％
と
団

塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
社
会

の
中
核
で
あ
る
筈
が
低
所

得
（
図
９
）
、
親
子
同
居

（
80
・
50
の
２
０
２
５
年

問
題
「
親
な
き
後
の
生
活
」
）

を
抱
え
、
健
康
・
長
寿
化

に
伴
い
老
老
介
護
・
親
介

護
の
長
期
化
な
ど
中
間
層

を
厚
く
す
る
抜
本
的
政
策

の
断
行
が
待
た
れ
ま
す
。

た
ん
ぱ
く
質
は
、
肉
類
、
魚
介

類
、
卵
、
牛
乳
と
い
っ
た
①
動

物
性
と
、
②
大
豆
製
品
や
穀
類

な
ど
の
植
物
性
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
う
ち
動
物
性
た

ん
ぱ
く
質
は
必
須
ア
ミ
ノ
酸
を

バ
ラ
ン
ス
良
く
含
む
食
品
が
ほ

と
ん
ど
で
、
体
内
へ
の
吸
収
率

も
高
い
の
が
特
徴
で
す
が
、
体

内
で
合
成
が
で
き
な
い
の
で
食

事
を
通
じ
て
摂
取
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
受
診
で
結
果

「
脂
質
過
多
」
と
の
判
定
は

「
動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
の
脂
質

の
取
り
過
ぎ
」
で
す
。
動
物
性

と
植
物
性
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
取

り
ま
し
ょ
う
。
脂
肪
の
多
い
食

品
は
体
内
で
の
消
化
吸
収
に
時

間
を
要
し
ま
す
の
で
消
化
吸
収

の
良
い
さ
さ
み
や
む
ね
肉
、
魚

介
類
を
取
り
「
貯
筋
」
を
心
掛

け
良
く
食
べ
・
良
く
動
き
・
末

長
く
働
け
る
カ
ラ
ダ
を
保
ち
ま

し
ょ
う
。

「
あ
ん
し
ん
Ｌ
ｉ
Ｆ
e

」
（
広

報
誌20

25
.0
3

号
、pp

1
8

～1
9

）

加
齢
と
と
も
に
脂
質
に
注
意

大
船
渡
山
林
火
災
延

焼
に
よ
り
被
災
の
皆
さ

ま
に
謹
ん
で
お
見
舞
い

を
申
し
あ
げ
ま
す
。

図
表
で
見
る

生
活
防
衛
色
強
い
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（
１
面
か
ら
続
く
）
１
９
２

５
年
の
６
３
．
６
％
か
ら
１

９
２
９
年
に
は
実
に
７
１
．

８
％
へ
と
寡
占
が
進
み
価
格

競
争
が
衰
え
非
価
格
競
争
、

市
場
独
占
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
当
時
は
自
動
車
ブ
ー
ム
、

住
宅
活
況
に
よ
り
貯
蓄
の
一

部
が
吸
収
さ
れ
投
資
に
向
か

い
米
国
経
済
を
力
強
く
支
え

〝
米
国
の
黄
金
時
代
〟
だ
っ

た
の
で
す
。

そ
れ
が
、
な
ぜ
、
世
界
恐

慌
に
繋
が
っ
た
の
か
？
、
筆

者
が
岡
三
証
券
債
券
営
業
部

稲
妻
氏
（
レ
ポ―

ト
「
世
界

恐
慌
が
起
こ
っ
た
背
景
と
現

在
の
状
況
と
の
関
連
性
に
つ

い
て
」
）
を
基
に
１
９
９
１

年
１
月
29
日
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
よ
る
と
、
「
そ
れ
は
、
所

得
の
分
配
構
造
は
一
部
の
高

額
所
得
者
層
の
消
費
行
動
か

ら
に
よ
る
も
の
で
な
く
す
そ

野
が
広
い
一
般
の
中
間
所
得

層
が
持
続
的
に
収
入
・
所
得

増
へ
と
増
大
し
て
い
か
な
け

れ
ば
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

１
９
２
０
年
代
の
米
国
に
は
、

そ
の
条
件
が
欠
如
し
て
い
た

の
で
す
。
そ
れ
が
ゆ
え
、
寡

占
状
態
と
所
得
の
不
平
等
化
、

格
差
の
拡
大
と
い
う
同
時
並

行
的
な
進
行
は
、
高
額
所
得

者
の
水
準
維
持
を
困
難
に
す

る
経
済
的
矛
盾
を
生
み
出
す

結
果
と
な
り
起
こ
る
べ
き
し

て
勃
発
に
広
が
っ
た
の
で
し

た
。資

本
主
義
の
危
機
と

米
国
社
会
の
分
断

出
口
治
明
（
２
０
２
２
）

「
１
８
６
１
年
の
米
国
南
北

戦
争
は
奴
隷
解
放
が
本
題
で

は
な
い
。
米
国
北
部
は
軽
工

業
が
盛
ん
で
英
国
等
か
ら
の

産
業
革
命
に
よ
る
競
争
力
維

持
か
ら
輸
入
品
に
関
税
の
保

護
貿
易
主
義
、
対
し
て
南
部

は
映
画
〝
風
と
共
に
去
り
ぬ

〟
に
象
徴
さ
れ
る
大
農
園
、

綿
花
の
輸
出
地
で
自
由
貿
易

主
義
の
南
北
対
立
が
本
質
で

す
」
」
（
『
一
気
読
み
世
界

史
』
日
経
Ｂ
Ｐ
社
・p

2
1
8

）

共
和
党
、
民
主
党
の
支
持
地

域
基
盤
の
構
図
が
４
年
ご
と

の
大
統
領
選
で
こ
の
構
図
が

崩
れ
て
き
て
い
ま
す
。

国
際
的
な
分
業
と
最
適
な

生
産
と
消
費
構
造
に
よ
っ
て

米
国
の
製
造
業
の
国
際
的
優

位
は
当
時
ほ
ど
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
変
わ
っ
て
情
報
社
会

と
な
っ
た
今
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ

（Te
s
l
a

、N
V
I
D
I
A

を
加
え
Ｍ

Ａ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
）
と
呼
ば
れ
る

デ
ー
タ
資
本
主
義
の
旗
頭
の

巨
大
企
業
グ
ル
ー
プ
が
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ―

ム
と
な
っ
て
Ａ
Ｉ

技
術
の
駆
使
、
深
化
し
て
お

り
当
時
の
環
境
と
酷
似
し
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す

（
イ
メ
ー
ジ
図
・
「
１
９
８
９

年
12
月
末
を
１
０
０
、
現
在
、

米
国
Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
１
、
３
２
７
．
９
７
、

東
京
日
経
平
均
１
２
６
．
４
４
」
）
。

我
が
国
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、

失
わ
れ
た
30
年
の
結
果
Ｐ
Ｅ
Ｒ

１
４
．
９
３
倍
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

巷
で
はS

e
l
l
i
n
g

で
の
論

調
、B

u
y
i
n
g

で
の
論
調
が
あ

り
ラ
イ
タ
ー
も
弁
護
士
同
様

に
立
ち
位
置
に
よ
っ
て
執
筆

を
行
な
い
、
広
告
審
査
な
ど

は
法
令
に
則
っ
て
対
応
、
投

融
資
の
審
査
で
は
法
的
に
適

合
し
て
い
れ
ば
、
投
資
情
報

と
し
て
発
信
さ
れ
意
思
・
取

扱
い
は
受
け
手
の
判
断
に
委

ね
ま
す
。
考
え
さ
せ
る
こ
と

が
多
い
不
確
実
、
不
透
明
な

時
代
で
あ
り
真
っ
只
中
に
い

ま
す
。
常
日
頃
か
ら
正
し
い

見
方
、
考
え
方
を
養
い
ロ
ジ

カ
ル
で
エ
シ
カ
ル
な
姿
勢
で

生
き
抜
き
た
い
も
の
で
す
。

※
お
こ
と
わ
り

本
稿
は
信
頼

で
き
る
と
思
わ
れ
る
情
報
・
資

料
に
基
づ
い
て
執
筆
い
た
し
ま

し
た
が
、
そ
の
正
確
性
を
保
証

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

情
報
提
供
の
み
を
目
的
と
し
て

作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
何

ら
か
の
行
動
を
勧
誘
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
皆

さ
ん
ご
自
身
の
ご
判
断
と
責
任

に
お
い
て
対
応
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

東
村

篤

記

★
２
月
号
で

伊
勢
の
中
心

市
街
地
の
１

９
７
０
年
代

の
様
子
を
記

し
た
と
こ
ろ
、

予
想
外
の
反
響
に
驚
い
て
お

り
ま
す
。
★
ダ
イ
カ
イ
、
あ

さ
や
、
カ
ワ
ム
ラ
、
中
央
ス

ト
ア
、
オ
カ
ダ
ヤ
な
ど
の
お

店
の
登
場
で
懐
か
し
い
の
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

★
今
度
は
、
話
題
が
映
画
館

に
も
及
び
北
新
地
の
歓
楽
映

画
街
に
は
芝
居
小
屋
つ
ば
め

座
（
後
に
伊
勢
シ
ネ
マ
）
、

パ
ー
ル
劇
場
（
松
井
美
代
子
・

松
井
克
己
）
、
ひ
か
り
座
、

伊
勢
東
映
（
水
野
き
み
）
、

い
す
ず
（
東
映
）
劇
場
（
寺

田
光
郎
）
な
ど
、
新
道
に
は

第
一
・
第
二
世
界
館
（
中
村

比
呂
誌
）
、
帝
国
座
、
新
町

に
は
、
新
富
座
（
水
野
き
み
）
、

高
柳
に
は
平
和
座
（
小
久
保

久
吉
）
、
伊
勢
市
駅
前
に
は
、

白
鳥
座
（
井
阪
英
一
）
、
月

の
宮
通
り
に
は
共
楽
館
（
後

に
ス―

パ―

き
く
や
ま
）
が

あ
り
時
代
劇
、
洋
画
を
中
心

と
し
た
映
画
、
紙
芝
居
、
大

人
に
は
手
打
ち
の
パ
チ
ン
コ

店
は
地
域
の
有
力
者
が
起
業

さ
れ
娯
楽
の
主
役
で
し
た
。

★
小
津
安
二
郎
が
後
の
巨
匠

映
画
監
督
に
、
宇
治
山
田
中

時
代
に
育
ま
れ
た
の
で
す
ね
。

先
憂

後
楽

時
世
雑
感

後
段

誰
の
た
め
の
世
界
な
の
か


